
おばあちゃん 小さいころはカゼをひいて、よく病院へ連れて行った
からの    ものだが、このごろは丈夫になりましたよ。
ひとこと 等T脊風尋t宗奪ゴaふ i奮?Fll華 [え ;。歳 西 大 祐くん

(脇元小 。4年 )

2ヽ24号
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13)広 報ιチろ

人

立

ち

す

る

ん

だ

」
、
そ

う

な

ら

な

工
業
が
シ
ス
テ
ム
化
し
て
成
功

市
浦
村
農
業
協
同
組
合

経
済
課
長
柏

谷

　

肇

利
を

一
定
の
組
織
の
中
に
提
供
し
、　
　
の
耕
地
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
市

ニ
ン
ニ
ク
、
カ
ボ
チ
ャ

・
ハ
ウ
ス
の

三
本
柱
で
畑
作
振
興
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1)

青函 トンネル開通記念博覧会

●
会
員

の
加
入
促
進
、
②
就
労
経

路

の
正
常
化
、
６
懃

守
家
族
対
策
、

稼
ぎ
組
合
が
組
織
さ
れ
、
出
稼
ぎ

織
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

青
森
Ｅ
Ｘ
Ｐ
０
８８
の
Ｐ
Ｒ
の
た

て
青
森
Ｅ
Ｘ
Ｐ
０
８８
の
Ｐ
Ｒ
と
、



31広報ιチろ

軽
装
で
決
菫
新
た

廂引
'テ

‐マに夏の成人式
口国人が晴れの問出

信
頼
を
築
き
村
づ
く
り
の
後
経
者
に

128-
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一■

１

　

　

ん

弘
智
法
印
修
業
の
場

安
倍
安
東
氏
が
栄

え
て
い
た

清
の
聖
域
に
は
名
僧
が
た
く
さ

善
坊
と
か
実
相
坊
と
か
の
名
が

風
の
音
」
は
、
海
雲
山
岩
坂
の

実
も
食
べ
ず
断
食
し
て
永
眠
し

真
澄
の

「外
浜
奇
勝
」
に
は
下

早
大
教
授
桜
井
清
彦
氏
紹
介

案
内
者
と

ユ
ー
モ
ア

が
叫
か
ぶ
ワ
」
と
、
峯
を
ふ
り

仰
ぎ
な
が
ら
い
い
ま
す
。
社
鵬

五
月
鳥
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の

や
田
草
ひ
く
ら
ん
」
と
、
案
内

こ
う

歌

っ
た

が

ど

ん

な

も

の

で

す

か

」

と

い
う

と

、

案

内

者

は

円
通
大
士
を
拝
す

い
な

」

と

ノ

ド

を

う

す

お

し

ま

〉82く

こっオ告こ

:理藝璽憂璽≡藝

i

⑭



情報をお寄せ<ださい

● し 5世
役場の電話は62-2111

(7)広報ιりろ

海上保安李学機学生募集

出かせぎ者の

みなさんヘ

轍

濾

嘩

道路側溝清掃

二種混含ワクチン

さ
ん

（村
教
育
長
）
の
香
典
返
し

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

「
た

す
け
あ
い
資
金
」
と
し
て
、
め
ぐ

鶴路叫台毎信時機ヽ関、観　抑帥帥　市、函

Ｆ
Ｉ

十

１

ト

ー

」

　

一次試

砕

癖

餞

　

田市
、
所
。

］

中

一

　

　

書

　

　

　

　

　

¨

綺

　

「

脚

青森市
、
¨

村
内
八
ヶ
所
に

観
光
案
内
板

「福
島
城
跡
展
望
台
「
唐
川
城
駄

・
山
王
坊
遺
跡
」
等
、
観
光
地
の

作
業
員
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急̈腫凡反̈
瑯亡率̈

■
光
客
に
も

や
さ
し
＝
心
で

が
ん
の
発
生
率
を
高
め
る

喫

煙

習

慣

一一神峰一̈一』一一〔̈一　　̈一ｒ薫【二一け「詰｝肛̈

は

さ

ら

に

死

亡

率

が

高

く

な

る

と

萬

東

北

学

院

大

学

の
教

授

ら

の
手

に

谷 ゆり子さん
(脇 元・24歳 |
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